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廿
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華
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町
嵐
民
健
康
保
険
衆
劉
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策

一

　

幸

　

　

聴

耗
　
叫
　
筑
　
こ
の
町
折
行
う
国
民
硬
泉
席
森
は
淡
々
i
i
定
め
る
も
の
の
竺
-
施
策
劇
の
厚
め
a
i
J
こ
う
に
L
l
る

弟
三
　
億
･
国
是
巌
保
険
事
兼
の
濃
:
･
意
寸
墓
雲
雀
簸
ず
夏
空
蔀
冨
豊
泉
凍
喚
要
蓉
留
謙
食
(
警

協
義
金
A
J
J
t
l
J
つ
)
孝
濃
く

東
　
三
　
条
　
像
東
食
尊
貫
の
定
家
心
圧
の
直
り
A
}
す
缶

二

　

枚

操

決

着

を

代

表

す

ゐ

呑

弄

･

　

　

　

　

　

三
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二

･

亀

崎

X

虐

歯

斜

底

呼

を

裾

表

す

白

重

責

　

　

　

三

　

人

三

㌦

公

最

を

代

表

す

な

奇

異

　

　

　

　

　

　

　

三

　

人

乾
　
田
　
県
　
織
教
会
に
粛
し
於
事
態
嘗
虜
は
部
誓
宗
を
愛
吟
あ

第

　

二

･

草

/

旗

　

聴

　

取

　

老

鼻
　
五
　
泉
　
二
の
耶
･
Q
r
j
の
9
.
円
の
監
帝
主
及
び
其
の
虻
席
に
属
せ
る
肴
を
2
5
で
硬
僻
湊
着
と
す
呑

＼

捜
し
左
′
に
蚤
廿
怠
､

肴を扱く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

一
､
破
顔
債
漁
の
破
保
冷
肴
萩
芸
斉
償
俵
の
破
保
嘆
巷
･
鑑
し
埼
景
保
漁
壊
軍
二
-
弟
蒜
の
最
愛
に
よ
る
額
債
漁
､

春

填

こ

の

釈

り

で

な

ド

こ
､
日
夜
脅
署
凍
泉
保
駿
東
韓
完
の
-
芸
1
-
芸
者
-
霊
長
東
歌
保
釈
-
漂
失
命
を
･
け
-
毒
液

潰
せ
ざ
る
も
の
　
牧
し
膚
諌
緒
七
泉
の
親
好

-

ト
曲
る
萩
泰
を
受
け
同
法
の
嶺
併
親
書
と
為
J
r
ぎ
畠
斬
首
托
L
J
-
あ
る
背
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誓
　
渡
碑
の
庚
盤
に
点
い
て
菰
耕
す
急
へ
漆
絶
食
b
あ
っ
て
私
儀
轟
に
つ
き
廉
考
に
粛
す
る
絶
対
を
す
j
も
の
の
粒
食
宍

五
･
底
泉
従
事
者
舟
t
m
-
の
せ
欝
L
J
あ
呑
も
の
1
'
し
て
暴
番
の
給
食
を
奇
呑
舟
皐
か
駄
)
,
巴
私
め
･
り
れ
る
春

夫
J
　
免
盲
め
た
め
杷
方
鶴
の
見
取
招
費
け
ゐ
肴
並
L
J
で
の
盤
肴
に
あ
る
奄

帝
　
大
　
&
'
監
席
主
や
あ
あ
帝
展
町
巷
警
蒜
簾
例
公
席
秒
速
十
百
米
持
L
J
で
の
撞
所
在
.
f
S
氏
名
並
に
そ
の
為
す
る
世
辞

一

の
親
風
験
巷
の
武
名
･
零
せ
劉
J
生
年
再
t
Z
J
及
び
母
百
と
の
鏡
板
を
義
載
L
i
L
J
書
面
孝
定
か
に
頒
出
し
な
け
れ
ば
芯
,
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あ
＼
り
i
J
に
蔵
償
韓
巷
と
な
っ
た
者
か
あ
る
と
き
は
て
の
希
す
る
だ
膚
の
′
世
帯
主
で
あ
あ
硬
億
取
肴
は
腐
1
　
罪
の
釆
定

に
準
.
J
l
庸
h
;
を
し
な
け
刺
ぼ
碇
･
e
な
,
I
,

●

T
J
1
　
荊
二
項
に
風
食
す
畠
琴
我
等
常
中
に
象
東
都
砂
っ
た
と
き
は
十
b
]
淑
内
に
j
J
の
署
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
､
り
な
い

〟

第
　
七
'
県
　
世
糖
主
で
あ
る
額
偉
頂
番
が
親
裁
供
奉
で
な
く
な
っ
た
i
)
さ
は
十
E
n
此
花
に
書
斎
を
収
で
L
,
の
賢
慮
け
崖
で

な
け
れ
ば
抜
､
け
な
し
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で
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台
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巷
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称
に
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面
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鞘
で
資
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主
薮
薦
め
庖
塩
を
し
な
け
れ
ば
召
J
P
t
r
し
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〟
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丸
　
森
　
硬
償
供
養
中
t
l
i
J
の
寛
祐
菅
蔑
果
し
た
肴
か
あ
る
と
き
唱
正
席
主
で
あ
る
叔
億
吸
着
法
十
百
咲
花
に
号
の
顧

慮
晩
春
の
決
る
良
か
賓
鶴
舞
沢
の
専
攻
を
転
戦
し
た
音
面
を
以
L
j
で
の
葛
を
届
け
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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朱
　
凍
て
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成
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o
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森
の
届
出
L
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資
漁
を
喪
失
し
た
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展
晩
春
の
受
容
瓦
を
敬
え
な
け
れ
ば
牡
,
わ
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寓
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漁
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漁

舟

の

竜

教

は

左

に

港

が
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去
　
取
札
　
葉
巻
の
敏
付
の
乾
酪
は
ー
臣
に
捧
げ
息
も
の
A
J
す
ゐ
｢
促
し
歯
蘇
禰
膏
を
溌
く
)

/

静
凍
{
旺
観
及
.
i
J
,
爽
奇
祭
の
文
相
を
食
む
)

東
都
六
位
論
集
枚
卦
の
支
給
へ
診
廉
以
外
の
薬
東
庄
か
費
乗
の
支
給
を
食
ま
な
い
)

葦
.
舟
兼
､
享
僻
そ
の
他
S
孝
葦

F
･
人
死
へ
席
亭
を
食
ま
畢
/
I
 
㍗

寿
千
一
一
(
　
未
　
読
親
方
t
苛
乃
至
衰
g
)
等
の
姶
村
に
つ
い
で
は
敏
保
険
毛
は
こ
の
軒
の
定
め
た
轟
#
夜
営
着
又
は
(
)
の
軒
の

診
東
館
の
中
軒
弓
の
寒
女
し
た
巷
に
つ
い
て
こ
れ
を
尽
け
呑
も
の
と
す
る

泉
か
吋
　
兼
　
熊
毛
の
轟
梓
法
煮
沸
に
翼
譲
ま
で
こ
れ
を
す
嶺
↓
の
巳
せ
る

寡
汁
旦
　
東
　
汝
儀
漁
着
が
夜
の
涛
食
1
1
.
 
,
B
い
て
療
養
碇
当
竜
又
打
二
)
の
取
の
掛
最
新
次
外
の
底
帝
･
益
軒
転
帰
)
J
め
他
の

肴
の
手
当
を
費
け
た
と
き
量
樽
に
粥
克
て
津
泉
乗
を
真
数
す
る

1

･

∵

)

の

恥

に

お

い

て

来

着

の

給

付

を

す

ゐ

こ

と

が

雷

象

で

あ

る

と

き

＼

ュ
､
繁
席
の
腔
草
が
あ
ゐ
と
､
き

三
､
で
の
杷
僻
尊
に
よ
り
こ
の
町
の
泉
敵
を
費
ノ
け
た
J
j
J
と

弗
†
六
　
茶
､
轟
美
東
の
額
は
森
泉
L
,
皐
J
た
党
費
+
i
J
I
t
e
去
　
促
し
廉
兼
の
鵜
舟
を
寸
か
場
合
L
,
尊
す
る
額
か
､
わ
策
十
亡
衆

の
規
定
に
よ
る
!
喪
巽
避
魚
の
額
空
漠
髄
し
た
額
を
準
え
･
Q
こ
と
が
.
百
草
な
i
,

施
十
で
　
紫
　
r
 
d
高
取
は
破
顔
漁
竜
が
轟
簾
の
教
材
盈
受
け
る
と
き
法
と
の
属
す
あ
政
務
の
政
府
主
で
､
あ
あ
故
廉
取
巻
か
壕

I

で
の
紫
野
や
真
軌
空
!
鶴
男
甚
金
で
し
て
健
蚊
す
る

■
　
㌢
　
こ
の
軒
は
裁
債
常
澄
が
舞
巌
亨
防
護
策
三
十
四
祭
の
兼
党
i
Z
よ
り
公
費
の
半
額
斉
濃
に
お
い
で
畠
薪
を
発
け
鼻
と
K
J

ぼ
て
の
亀
廉
に
蚤
す
る
費
軒
か
わ
公
費
巣
立
措
凝
当
す
る
金
敷
を
凝
辞
し
た
顔
顔
の
長
潮
雪
氷
発
起
食
と
し
て
蛍
腹

芸

-

め

葦

-

-

富
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-
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か
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ゐ

＼
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3
　
二
の
野
良
領
展
溌
着
水
か
繁
華
に
あ
､
い
又
壌
東
町
で
あ
あ
寒
の
埠
劇
の
尊
厳
が
あ
る
象
に
つ
い
て
息
巻
裁
収
骨
張
番
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寿
の
申
講
l
1
着
き
議
食
の
簡
淡
色
,
湛
三
部
東
泉
巌
を
城
東
L
X
は
徴
攻
を
猶
予
す
空
,
A
J
か
康
苦
る

4
　
E
軒
異
奄
食
の
徴
破
有
塩
に
つ
い
て
は
熱
に
こ
れ
を
好
め
る

簾
.
十
で
　
祭
の
こ

策
i
.
.
 
(
十
四
恭

第
十
J
F
　
禾
　
飴

罪

.

+

花

　

衝

　

壊

ヽ

､

カ
蔵
頗
敬
老
の
磯
扶
養
番
g
,
あ
っ
㌣
粛
舞
鹿
康
牒
漁
の
顧
席
険
肴
で
あ
る
者
か
鹿
瀬
予
防
凍

る
琴
嶺
を
牽
け
ゐ
と
き
で
品
数
は
衰
草
の
漁
付
b
(
噴
泉
暴
発
の
支
払
壇
行
わ
な
い

て
の
鹿
の
凍
食
の
魂
定
L
/
よ
｡
募
債
R
,
最
長
を
受
け
冬
場
金
は
号
の
硬
度
に
お
い
で
鼻
集
め

髄
付
は
こ
れ
を
し
枚
:
,

-
棄
二
十
無
　
二
の
肘
t
i
故
傑
教
養
の
健
康
環
華
愚
溝
の
L
J
の
莞
遠
げ
急
務
教
を
す
ゐ

L
I
 
f
.
 
,
伝
廉
轟
,
寄
生
喝
警
＼
の
鳩
C
軒
覇
の
予
防

＼

こ
　
健
康
轡
斬

三
1
.
母
性
戊
ド
艶
鎗
兜
の
鋒
煮

壷
'
資
長
汝
着

ハ
畢
　
雇
営
診
東
嶺
敦

六
､
ぞ
め
細
腰
鹿
渡
希
膚
渡
に
喝
す
る
裾
教

学
r
こ
祭
ニ
野
草
遠
望
も
切
の
外
震
乱
せ
戊
.
 
-
l
床
債
鬼
故
に
宵
し
於
草
蓋
丁
警
軌
に
志
を
哀
め
る

■

　

　

　

　

　

策

　

均

　

泰

　

　

宵

民

廉

廉

保

険

裁

〟

警
手
二
親
　
こ
の
齢
は
飯
塚
療
養
t
b
あ
か
虻
帝
王
或
芸
傑
溌
着
で
あ
る
資
格
の
匂
い
蒜
-
あ
っ
L
J
で
の
芸
に
祝

儀
敢
為
の
あ
あ
誉
敬
だ
帯
東
に
対
し
L
/
邪
に
恵
折
る
こ
こ
ろ
に
よ
｡
宵
民
健
康
横
東
泉
を
貰
す
毎

萄

ゑ

車

雑

､

則

-
 
､
ナ
-
(
,
l
め
貯
-
…
-
-
た
-
-
隼
-
辛
-
-
-
8
,
I
 
d
空
,
誓
言
書
芸
慧
食

か
･
芸
辛
均
等
唇
の
芸
の
-
む
状
上
に
裾
曹
す
る
警
部
東
食
が
執
事
滑
年
額
の
.
芸
の
丘
に
革
し
な
い
と
き
は
¥
の

･

･
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雀

車

鹿

金

と

し

て
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女
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る
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め

と

す

息

2

･

霊

の

芸

札

の

準

慧

-

霊

空

去

-

-

ド

-

を

-

た

と

-

也

.

/

い

-

=

れ

笈

有

し

芸

空

十

芸

二

品

呈

払

上

-

に

不

霊

生

じ

た

と

き

-

億

票

-

-

普

-

-

し

ス

竺

霊

宝

を
す
ゐ
こ
と
が
t
t
.
さ
負

2

･

荊

雷

芸

に

よ

り

雷

慧

し

-

慧

a

t

-

入

-

芸

食

雷

雲

に

=

机

を

量

す

,

缶

警

十

嘉

　

痴

豊

泉

保

-

劉

告

に

-

-

慧

-

各

席

に

ま

せ

等

畠

/

て
　
肩
値
証
券
は
敏
凍
亀
に
県
菅
を
乾
す

二
｢
　
兎
食
は
環
絹
又
は
､
三
斬
取
取
掛
東
食
野
鼓
各
に
帝
人
す
み

(

.

三
･
芸
号
に
考
芸
,
以
外
-
魚
の
-
芸
名
の
漂
霊
宝
き
よ
み
･

警

十

歪

　

こ

の

町

-

-

･

-

警

-

-

芸

-

-

秦

.

に

剰

讐

言

霊

に

お
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